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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のＲＦＩＤリーダーを管理するＲＦＩＤリーダー管理装置において、
　ユーザまたはアプリケーションサービスが必要とする要求事項を、前記複数のＲＦＩＤ
リーダーで理解できる形態であって、条件および該条件に対応するアクションを含むサー
ビスポリシーとして定義するサービスポリシー管理部と、
　前記サービスポリシーに基づいて、互いに異なる周波数を有する前記複数のＲＦＩＤリ
ーダーからＲＦＩＤタグデータを取得するためのリーダー統合管理規則を生成するリーダ
ー管理部と、
　前記リーダー統合管理規則を分析して、前記複数のＲＦＩＤリーダーそれぞれに制御命
令を伝達するリーダー制御部と、
　前記サービスポリシーに基づいて、前記複数のＲＦＩＤリーダーから得られる複数のＲ
ＦＩＤタグデータに対する処理内容を含むデータ処理規則を生成するデータ処理規則管理
部と、
　前記制御命令に従って制御された前記複数のＲＦＩＤリーダーから複数のＲＦＩＤタグ
データをそれぞれ受信し、前記受信された複数のＲＦＩＤタグデータに前記データ処理規
則を適用して、前記複数のＲＦＩＤタグデータを論理的に統合した統合ＲＦＩＤイベント
を生成する収集データ処理部と、
　前記統合ＲＦＩＤイベントの間の相関関係を分析するための、前記データ処理規則管理
部で生成された関連性分析規則を使用して、前記統合ＲＦＩＤイベント同士を比較して、
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比較した結果を生成するサービス情報生成部と、
　前記サービス情報生成部からの前記結果に基づいて、前記ユーザまたは前記アプリケー
ションサービスに前記統合ＲＦＩＤイベントに関する分析結果を提供するサービスリポー
ト処理部と
　を備えたことを特徴とするＲＦＩＤリーダー管理装置。
【請求項２】
　前記関連性分析規則は、前記異なるＲＦＩＤリーダーから得られる前記統合ＲＦＩＤイ
ベント間の不整合を検出した場合に、前記分析結果として前記ユーザまたは前記アプリケ
ーションサービスに警告を提供することを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　複数のＲＦＩＤタグデータをそれぞれ受信する複数のＲＦＩＤリーダーを管理するＲＦ
ＩＤリーダー管理装置の駆動方法において、
　ユーザまたはアプリケーションサービスが必要とする要求事項を前記複数のＲＦＩＤリ
ーダーが理解できる形態であって、条件および該条件に対応するアクションを含むサービ
スポリシーとして定義するステップと、
　前記サービスポリシーに基づいて、互いに異なる周波数を有する前記複数のＲＦＩＤリ
ーダーからＲＦＩＤタグデータを取得するためのリーダー統合管理規則を生成するステッ
プと、
　前記リーダー統合管理規則を分析して、前記複数のＲＦＩＤリーダーそれぞれに制御命
令を伝達するステップと、
　前記サービスポリシーに基づいて、前記複数のＲＦＩＤタグデータを処理するためのデ
ータ処理規則を生成するステップと、
　前記制御命令に従って制御された前記複数のＲＦＩＤリーダーから受信された、前記複
数のＲＦＩＤタグデータに前記データ処理規則を適用して、前記複数のＲＦＩＤタグデー
タを論理的に統合した統合ＲＦＩＤイベントを生成するステップと、
　前記統合ＲＦＩＤイベントを、前記統合ＲＦＩＤイベントの間の相関関係を分析するた
めの関連性分析規則によって比較するステップと、
　前記比較結果に基づいて、前記ユーザまたは前記アプリケーションサービスに前記統合
ＲＦＩＤイベントに関する分析結果を提供するステップと
　を備えることを特徴とするＲＦＩＤリーダー管理装置の駆動方法。
【請求項４】
　前記関連性分析規則は、前記異なるＲＦＩＤリーダーから得られる前記統合ＲＦＩＤイ
ベント間の不整合を検出した場合に、前記分析結果として前記ユーザまたは前記アプリケ
ーションサービスに警告を提供することを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　複数のＲＦＩＤリーダーを管理するＲＦＩＤリーダー管理装置の駆動方法において、
　ユーザまたはアプリケーションサービスが必要とする要求事項を、条件および該条件に
対応したアクションを含むサービスポリシーとして保存するステップと、
　前記サービスポリシーの前記条件と前記アクションとによって生成された第１の実行規
則を適用して、互いに異なる周波数を有する前記複数のＲＦＩＤリーダーから複数のＲＦ
ＩＤタグデータを受信するステップと、
　前記サービスポリシーの前記条件と前記アクションとによって生成された、前記複数の
ＲＦＩＤリーダーから得られた複数のＲＦＩＤタグデータに対する処理内容を含む第２の
実行規則を適用して、前記複数のＲＦＩＤタグデータを論理的に統合した統合ＲＦＩＤイ
ベントに変換するステップと、
　前記サービスポリシーの前記条件と前記アクションとによって生成された、前記統合Ｒ
ＦＩＤイベントの間の相関関係を分析するための第３の実行規則によって前記統合ＲＦＩ
Ｄイベントを比較して、その比較結果を提供するステップと
　を備えることを特徴とするＲＦＩＤリーダー管理装置の駆動方法。
【請求項６】
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　前記受信するステップは、
　前記第１の実行規則を分析して前記複数のＲＦＩＤリーダーそれぞれに制御命令を伝達
するステップをさらに含むことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第３の実行規則は、前記異なるＲＦＩＤリーダーから得られる前記統合ＲＦＩＤイ
ベント間の不整合を検出した場合に、前記比較結果として前記ユーザまたは前記アプリケ
ーションサービスに警告を提供することを特徴とする請求項５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はＲＦＩＤリーダー（Ｒａｄｉｏ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔ
ｉｏｎ　Ｒｅａｄｅｒ）管理装置及び方法に関する。
【０００２】
　本発明は情報通信部及び情報通信研究振興源のＩＴ成長動力技術開発事業の一環として
行った研究炉から導き出されたものである（課題管理番号:２００７-Ｓ-０２４-０１、課
題名:ＲＦＩＤサービス高度化のためのＳＳＩプラットホーム技術開発）。
【背景技術】
【０００３】
　ＲＦＩＤリーダー管理技術は特定ＲＦＩＤリーダーを制御して当該ＲＦＩＤリーダーの
認識範囲内に存在するＲＦＩＤタグを識別するのに活用される。ＲＦＩＤリーダー管理技
術には、ＲＦＩＤリーダーに制御命令を伝達するリーダーアダプターから、収集されたＲ
ＦＩＤタグデータを解釈してイベントを発生するＲＦＩＤミドルウェアに至るまで多様な
水準のソフトウェアソリューションが使用される。
【０００４】
　この時、ＲＦＩＤタグとＲＦＩＤリーダーは当該装置がサポートする周波数帯域（Ｆｒ
ｅｑｕｅｎｃｙ Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）やサポート電力（Ｅｌｅｃｔｒｉｃ Ｐｏｗｅｒ）
、通信方式及び送受信データ量に応じて固有の特性を有する。つまり、ＲＦＩＤタグとＲ
ＦＩＤリーダーが通信する時、補助電力を使用する場合には認識距離が長くなり、ＲＦＩ
Ｄリーダーの周波数帯域に応じて周波数波長によって認識距離及びデータ伝送速度が変わ
る。
【０００５】
　したがって、互いに異なる種類のＲＦＩＤタグが同時に使用されるべき場合、データを
収集するためにはそれぞれのＲＦＩＤタグと通信するための互いに異なるＲＦＩＤリーダ
ーが同時に制御されるべきである。例えば、航空手貨物に対する正確な識別作業のために
９００ＭＨｚ帯域の極超短波（Ｕｌｔｒａｈｉｇｈ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ、ＵＨＦ）手動
ＲＦＩＤタグと１３．５６ＭＨｚ帯域の高周波（Ｈｉｇｈ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ、ＨＦ）
手動ＲＦＩＤタグが兼用される場合、各ＲＦＩＤタグを認識するための２種類のＲＦＩＤ
リーダーが同時に制御されるべきである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　このように互いに異なる周波数帯域のＲＦＩＤリーダーを同時に制御するためには、各
ＲＦＩＤリーダー別に個別的な命令を伝達しなければならないために一貫した制御が不可
能である。そして、個別的命令でそれぞれのＲＦＩＤリーダーを制御する場合、ＲＦＩＤ
リーダーで収集されたデータを別途に処理するべき問題が発生する。したがって、周波数
帯域が相異なる互いに異なるＲＦＩＤリーダー及びＲＦＩＤタグを一貫した方法で制御で
きる装置及び方法が必要である。
【０００７】
　本発明が目的とする技術的課題は、互いに特性を有するＲＦＩＤリーダー装置を一括的
に制御することができ、互いに異なる特性を有するＲＦＩＤタグから収集されたデータを
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利用して高い水準のサービス情報を提供することができるＲＦＩＤリーダー管理装置及び
方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　このような課題を解決するために、本発明は、複数のＲＦＩＤリーダーを管理するＲＦ
ＩＤリーダー管理装置において、要求事項を前記複数のＲＦＩＤリーダーで理解できる形
態のサービスポリシーで定義するサービスポリシー管理部と、前記サービスポリシーに基
づいてデータ処理規則を生成するデータ処理規則管理部と、前記複数のＲＦＩＤリーダー
から複数のＲＦＩＤタグデータをそれぞれ受信し、前記複数のＲＦＩＤタグデータに前記
データ処理規則を適用して統合ＲＦＩＤイベントを生成する収集データ処理部と、前記統
合ＲＦＩＤイベントによる結果を提供するサービスリポート処理部とを備える。
【０００９】
　本発明の他の特徴によると、複数のＲＦＩＤタグデータをそれぞれ受信する複数のＲＦ
ＩＤリーダーを管理するＲＦＩＤリーダー管理装置の駆動方法において、ユーザまたはア
プリケーションサービスが要する要求事項を前記複数のＲＦＩＤリーダーが理解できる形
態のサービスポリシーで定義するステップと、前記サービスポリシーに基づいて前記複数
のＲＦＩＤタグデータを処理するためのデータ処理規則を生成するステップと、前記複数
のＲＦＩＤタグデータに前記データ処理規則を適用して統合ＲＦＩＤイベントを生成する
ステップと、前記統合ＲＦＩＤイベントを関連性分析規則によって比較するステップとを
含む。
【００１０】
　本発明の他の特徴によると、複数のＲＦＩＤリーダーを管理するＲＦＩＤリーダー管理
装置の駆動方法において、要求事項を条件及び前記条件によるアクションを含むサービス
ポリシーとして保存するステップと、前記サービスポリシーの前記条件と前記アクション
によって生成された第１遂行規則を適用して、前記複数のＲＦＩＤリーダーから複数のＲ
ＦＩＤタグデータを受信するステップと、前記複数のＲＦＩＤタグデータを前記サービス
ポリシーの前記条件と前記アクションによって生成された第２遂行規則を適用して統合Ｒ
ＦＩＤイベントに変換するステップと、前記サービスポリシーの前記条件と前記アクショ
ンによって生成された第３遂行規則によって前記統合ＲＦＩＤイベントを分析して、その
結果を提供するステップとを含む。
【００１１】
　本発明の実施例によると、周波数帯域が互いに異なるＲＦＩＤリーダーを統合制御する
ことができ、それぞれのＲＦＩＤリーダーに受信されるＲＦＩＤタグデータを統合処理し
て高い水準のサービス情報を生成することができる。
【００１２】
　また、使用者または応用サービスは互いに異なる周波数特性を有するＲＦＩＤリーダー
が含まれる環境で技術的制約に拘わらずビジネスを実現してＲＦＩＤ関連産業の需要を増
進させてＲＦＩＤの活性化及び大衆化に寄与することができる。
【００１３】
　以上で説明した本発明の実施例は装置及び方法を通じてのみ実現されるわけではなく、
本発明の実施例の構成に対応する機能を実現するプログラムまたはそのプログラムが記録
された記録媒体を通じて実現することもでき、このような実現は前記で説明した実施例の
記載から本発明が属する技術分野の当業者であれば簡単に実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、添付した図面を参照して本発明の実施例について本発明が属する技術分野におけ
る通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳しく説明する。しかし、本発明は多
様で相異なる形態で実現することができ、ここで説明する実施例に限られない。そして、
図面で本発明を明確に説明するために説明上不必要な部分は省略し、明細書全体にわたっ
て同一の部分については同一の図面符号を付けた。
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【００１５】
　明細書全体である部分がある構成要素を“含む”とするとする時、これは特に反対にな
る記載のない限り他の構成要素を除くことではなく、他の構成要素をさらに含むことを意
味する。
【００１６】
　以下、図１及び図２を参照して、本発明の実施例によるＲＦＩＤシステムについて説明
する。
【００１７】
　図１は、互いに異なる周波数特性を有するＲＦＩＤシステムを概略的に示す図面である
。図２は、本発明の実施例によるＲＦＩＤシステムを概略的に示す図面である。
【００１８】
　図１に示されているように、ＲＦＩＤシステムは互いに異なる周波数特性を有するＲＦ
ＩＤリーダー（１００、１１０、１２０）を含む。
【００１９】
　ＲＦＩＤリーダー（１００、１１０、１２０）は互いに異なる周波数帯域を有するので
、個別的な制御が行われて使用者または応用サービスはそれぞれ異なるＲＦＩＤリーダー
（１００、１１０、１２０）から低い水準のイベント（Ａ、Ｂ、Ｃ）伝達を受ける。
【００２０】
　例えば、もし車両が韓国物流所属であれば、ＲＦＩＤリーダー１００は車両タグを読ん
で使用者または応用サービスに当該車両が韓国物流所属であることを示すイベントＡを提
供し、もしコンテナにテレビ製品群が搭載されていれば、ＲＦＩＤリーダー１１０はコン
テナタグを読んで使用者または応用サービスに当該コンテナにテレビ製品群が搭載されて
いることを示すイベントＢを提供する。そして、もしボックスが２０個以上であれば、Ｒ
ＦＩＤリーダー１２０はボックスタグを読んで使用者または応用サービスに当該ボックス
が２０個以上であることを示すイベントＣを提供する。
【００２１】
　このように互いに異なる周波数特性を有するＲＦＩＤリーダー（１００、１１０、１２
０）は個別的に制御されて使用者または応用サービスに低い水準のイベントを提供する。
その結果、使用者または応用サービスはそれぞれのイベントを連係するために追加的なデ
ータ処理を必要とする。そして、ＲＦＩＤリーダー（１００、１１０、１２０）のうちの
一部が新たな周波数特性のＲＦＩＤリーダーに交替される場合、使用者または応用サービ
スでの開発作業が再び行われなければならない問題が発生し得る。
【００２２】
　このような問題を解決するために、本発明の実施例では互いに異なる周波数特性を有す
るＲＦＩＤリーダーを統合制御することができるＲＦＩＤシステムについて説明する。
図２に示されているように、本発明の実施例によるＲＦＩＤシステムは互いに異なる周波
数特性を有するＲＦＩＤリーダー（１００、１１０、１２０）及びＲＦＩＤリーダー管理
装置２００を含む。
【００２３】
　ＲＦＩＤリーダー管理装置２００は、ＲＦＩＤリーダー（１００、１１０、１２０）を
制御して総合的なサービス情報を提供し、使用者または応用サービスにそれぞれの個別イ
ベント（Ａ、Ｂ、Ｃ）を統合した高い水準のＲＦＩＤサービスを提供する。
【００２４】
　例えば、ＲＦＩＤリーダー管理装置２００は、韓国物流所属の車両タグを読むようにＲ
ＦＩＤリーダー１００を制御して、当該車両が韓国物流所属であることを示すイベントＡ
をＲＦＩＤリーダー１００から伝達を受ける。ＲＦＩＤリーダー管理装置２００は、テレ
ビ製品群が搭載されたコンテナタグを読むようにＲＦＩＤリーダー１１０を制御して、当
該コンテナにテレビ製品群が搭載されていることを示すイベントＢをＲＦＩＤリーダー１
１０から伝達を受ける。また、ＲＦＩＤリーダー管理装置２００はボックスが２０個以上
であるタグを読むようにＲＦＩＤリーダー１２０を制御して、当該ボックスが２０個以上
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であることを示すイベントＣの伝達をＲＦＩＤリーダー１２０から受ける。その結果、Ｒ
ＦＩＤリーダー管理装置２００は、当該車両が韓国物流所属でコンテナにテレビ製品群が
搭載されていて、コンテナ内のボックスが２０個以上である情報を統合して高い水準の統
合イベントＤを提供する。
【００２５】
　以下、図３乃至図５を参照して本発明の実施例によるＲＦＩＤリーダー管理装置につい
て具体的に説明する。
【００２６】
　図３は、本発明の実施例によるＲＦＩＤリーダー管理装置を示すブロック図である。図
４は、本発明の実施例によるＲＦＩＤリーダー管理装置でＲＦＩＤリーダーを制御する過
程を概略的に示す図面である。
【００２７】
　図３に示されているように、ＲＦＩＤリーダー管理装置２００はサービスポリシー管理
部２１０、データ処理規則管理部２２０、リーダー管理部２３０、リーダー制御部２４０
、収集データ処理部２５０、サービス情報生成部２６０及びサービスリポート処理部２７
０を含む。
【００２８】
　サービスポリシー管理部２１０は、ユーザが所望する高い水準のサービス情報を提供す
るために必要なビジネスロジックをＲＦＩＤリーダーが理解できる形態のサービスポリシ
ー（ＲＦＩＤ Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｐｏｌｉｃｙ）で定義して保存する。そして、サービスポ
リシー管理部２１０は、ユーザが抽象的なビジネスロジックをＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａ
ｌ Ｕｓｅｒ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）環境または自動コンパイラーを通じて簡単にサービス
ポリシーに変換して記述するように管理ツールを提供する。
【００２９】
　データ処理規則管理部２２０は、サービスポリシー管理部２１０で生成されたサービス
ポリシーに基づいてデータ処理規則及び関連性分析規則を生成する。
【００３０】
　具体的に、データ処理規則管理部２２０は、互いに異なるＲＦＩＤリーダーから収集さ
れたＲＦＩＤタグデータを処理するためにデータ処理規則を生成してデータベースに保存
し、生成されたデータ処理規則を収集データ処理部２５０に伝達する。この時、データ処
理規則はＲＦＩＤタグデータに対する処理内容を示し、サービスポリシーと異なって収集
データ処理部２５０のメカニズムに従属的な特徴を有する。
【００３１】
　そして、データ処理規則管理部２２０は、データ処理規則によって生成された統合ＲＦ
ＩＤイベントの間の相関関係を分析するために関連性分析規則を生成してデータベースに
保存し、生成された関連性分析規則をサービス情報生成部２６０に伝達する。
【００３２】
　リーダー管理部２３０は、サービスポリシー管理部２１０で生成されたサービスポリシ
ーに基づいて論理的なリーダー制御命令を抽出してリーダー統合管理規則を生成してデー
タベースに保存し、生成されたリーダー統合管理規則をリーダー制御部２４０に伝達する
。そして、リーダー管理部２３０は現在連結されている互いに異なるＲＦＩＤリーダーの
状態を把握する。
【００３３】
　リーダー制御部２４０は、リーダー管理部２３０から伝達されたリーダー統合管理規則
を分析してそれぞれのＲＦＩＤリーダーに制御命令を伝達する。そして、リーダー制御部
２４０は制御命令によって各ＲＦＩＤリーダーから伝達される応答を受信して処理する。
収集データ処理部２５０は、制御命令によって制御された各ＲＦＩＤリーダーからＲＦＩ
Ｄタグデータの伝達を受ける。そして、収集データ処理部２５０は、データ処理規則管理
部２２０から伝達されたデータ処理規則によってデータを論理的単位で統合して統合ＲＦ
ＩＤイベントを生成し、生成された統合ＲＦＩＤイベントをサービス情報生成部２６０に
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【００３４】
　サービス情報生成部２６０は、データ処理規則管理部２２０で生成された関連性分析規
則に基づいて統合ＲＦＩＤイベントの間の相互関連性を分析して高い水準のサービス情報
を生成する。
【００３５】
　サービスリポート処理部２７０は、サービス情報生成部２６０で伝達された高い水準の
サービス情報を、オブジェクト、拡張性生成言語（Ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ Ｍａｒｋｕｐ 
Ｌａｎｇｕａｇｅ、ＸＭＬ）文書、メッセージ、ロードなどの多様な形態でユーザまたは
アプリケーションサービスにリアルタイムに伝達する。
【００３６】
　図４を参照すると、ＲＦＩＤリーダー管理装置２００は、互いに異なる周波数特性を有
するＲＦＩＤリーダーの総合的な管理及び業務プロセス連携のためにユーザまたはアプリ
ケーションサービスからの要求事項をサービスポリシーで管理する。つまり、新たな業務
が発生する場合、毎度アプリケーションアプリケーションを別途に開発せず、新たな業務
に相当する要求事項を新たなサービスポリシーによってＲＦＩＤリーダー管理装置で処理
して、高い水準のサービス情報を提供する。互いに異なる周波数特性を有するＲＦＩＤリ
ーダーから収集されたＲＦＩＤタグデータを処理するために、ＲＦＩＤリーダー管理装置
２００はユーザの要求事項を条件及び条件によるアクションで構成されたサービスポリシ
ーで定義する。そして、ＲＦＩＤリーダー管理装置２００は、サービスポリシーに基づい
て互いに異なるＲＦＩＤタグから収集されたＲＦＩＤタグデータを分析して、高い水準の
サービス情報をユーザまたはアプリケーションサービスに提供する。
【００３７】
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【表１】

【００３８】
　具体的に、図４及び表１に示されているように、使用者の要求事項を提供するためにサ
ービス政策管理部２１０は、ビジネスロジックをＲＦＩＤリーダーが理解できる形態であ
る“５分周期でゲート１を通過したＲＦＩＤタグデータとゲート２を通過したＲＦＩＤタ
グデータを比較して、一致しなければ警告リポートを作成すること”でサービス政策を定
義する。
【００３９】
　この時、リーダー管理部２３０はサービスポリシーに基づいてリーダー統合管理規則を
生成して、リーダー制御部２４０に伝達する。つまり、リーダー管理部２３０は“ゲート
１に存在するＲＦＩＤリーダーを制御して認識範囲内のＲＦＩＤタグデータを収集”する
ことを命令するリーダー統合管理規則を生成して、リーダー制御部２４０に伝達する。そ
して、リーダー管理部２３０は“ゲート２に存在するＲＦＩＤリーダーを制御して認識範



(9) JP 4965543 B2 2012.7.4

10

20

30

40

50

囲内のＲＦＩＤタグデータを収集”することを命令するリーダー統合管理規則を生成して
、リーダー制御部２４０に伝達する。
【００４０】
　その結果、リーダー制御部２４０は、リーダー管理部２３０から伝達されたリーダー統
合管理規則を分析してそれぞれのＲＦＩＤリーダーに制御命令を伝達する。つまり、リー
ダー制御部２４０はゲート１のＲＦＩＤリーダーの中で４３３ＭＨｚＲＦＩＤリーダーに
“４３３ＭＨｚタグを付着したカートを確認すること”という制御命令を伝達し、９００
ＭＨｚＲＦＩＤリーダーに“９００ＭＨｚタグを付着したアイテムを確認すること”とい
う制御命令を伝達する。そして、リーダー制御部２４０はゲート２のＲＦＩＤリーダーの
中で４３３ＭＨｚＲＦＩＤリーダーに“４３３ＭＨｚタグを付着したカートを確認するこ
と”という制御命令を伝達し、９００ＭＨｚＲＦＩＤリーダー１に“９００ＭＨｚタグを
付着したアイテムを確認すること"という制御命令を伝達し、９００ＭＨｚＲＦＩＤリー
ダー２に”９００ＭＨｚタグを付着したアイテムを確認“という制御命令を伝達する。
【００４１】
　データ処理規則管理部２２０は、サービスポリシーに基づいて“ゲート１に存在するＲ
ＦＩＤリーダーで収集されたデータのうちの重複したデータを除いて過去５分間無くなっ
たデータを整理”することを命令するデータ処理規則を生成して、収集データ処理部２５
０に伝達する。そして、データ処理規則管理部２２０は“ゲート２に存在するＲＦＩＤリ
ーダーで収集されたデータのうちの重複したデータを除いて過去５分間新たに入ってきた
データを整理”することを命令するデータ処理規則を生成して収集データ処理部２５０に
伝達する。
【００４２】
　その結果、収集データ処理部２５０は、リーダー制御部２４０から伝達された制御命令
によって制御されたそれぞれのＲＦＩＤリーダーからＲＦＩＤタグデータの伝達を受ける
。
【００４３】
　そして、収集データ処理部２５０はゲート１に存在するＲＦＩＤリーダーから伝達され
たＲＦＩＤタグデータをデータ処理規則によって論理的な単位で統合して統合ＲＦＩＤイ
ベントを生成し、生成された統合ＲＦＩＤイベントをサービス情報生成部２６０に伝達す
る。
【００４４】
　例えば、ＲＦＩＤタグデータのうちのカート１、カート２、アイテム１、アイテム２、
アイテム３及びアイテム４が“ゲート１に存在するＲＦＩＤリーダーで収集されたデータ
のうちの重複したデータを除いて過去５分間無くなったデータを整理”することを命令す
るデータ処理規則に適合すると、ゲート１に存在するＲＦＩＤリーダーに対する統合ＲＦ
ＩＤイベントはカート１、カート２、アイテム１、アイテム２、アイテム３及びアイテム
４に対する情報を含む。
【００４５】
　そして、収集データ処理部２５０は、ゲート２に存在するＲＦＩＤリーダーから伝達さ
れたＲＦＩＤタグデータをデータ処理規則によって論理的な単位で統合して統合ＲＦＩＤ
イベントを生成し、生成された統合ＲＦＩＤイベントをサービス情報生成部２６０に伝達
する。例えば、ＲＦＩＤタグデータのうちのカート１、アイテム１、アイテム２が“ゲー
ト２に存在するＲＦＩＤリーダーで収集されたデータのうちの重複したデータを除いて過
去５分間新たに入ってきたデータを整理”することを命令するデータ処理規則に適合する
と、ゲート２に存在するＲＦＩＤリーダーに対する統合ＲＦＩＤイベントはカート１、ア
イテム１、アイテム２に対する情報を含む。
【００４６】
　サービス情報生成部２６０は“ゲート１に存在するＲＦＩＤリーダーに対する統合ＲＦ
ＩＤイベントとゲート２に存在するＲＦＩＤリーダーに対する統合ＲＦＩＤイベントを互
いに比較して一致しなければ警告リポートを作成すること”という関連性分析規則によっ
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て、統合ＲＦＩＤイベントの間の相互関連性を分析する。つまり、サービス情報生成部２
６０はゲート１に存在するＲＦＩＤリーダーに対する統合ＲＦＩＤイベントに含まれたカ
ート１、カート２、アイテム１、アイテム２、アイテム３及びアイテム４に対する情報と
ゲート２に存在するＲＦＩＤリーダーに対する統合統合ＲＦＩＤイベントに含まれたカー
ト１、アイテム１、アイテム２に対する情報を比較し、比較結果を利用して“ゲート１を
通過したアイテム３、アイテム４及びカート２はゲート２を通過しなかった”という高い
水準のサービス情報を生成する。
【００４７】
　サービスリポート処理部２７０は、サービス情報生成部２６０で伝達された“ゲート１
を通過したアイテム３、アイテム４及びカート２はゲート２を通過しなかった”という高
い水準のサービス情報をユーザまたはアプリケーションサービスにリアルタイムで伝達す
る。
【００４８】
　図５は、本発明の実施例によるＲＦＩＤリーダー管理装置でＲＦＩＤリーダーを制御す
る過程を示す流れ図である。
【００４９】
　図５に示されているように、サービスポリシー管理部２１０はユーザが所望する高い水
準のサービス情報を提供するためにＲＦＩＤリーダーが理解できる形態のサービスポリシ
ーを保存する（Ｓ１００）。
【００５０】
　リーダー管理部２３０は、サービスポリシーに基づいてリーダー統合管理規則を生成し
てリーダー制御部２４０に伝達する（Ｓ２００）。その結果、リーダー制御部２４０はリ
ーダー統合管理規則を分析してそれぞれのＲＦＩＤリーダーに制御命令を伝達する（Ｓ３
００）。
【００５１】
　データ処理規則管理部２２０は、サービスポリシーに基づいてデータ処理規則を生成し
て収集データ処理部２５０に伝達し、関連性分析規則を生成してサービス情報生成部２６
０に伝達する（Ｓ４００）。
【００５２】
　収集データ処理部２５０はＲＦＩＤリーダーからＲＦＩＤタグデータを受信してデータ
処理規則によって統合ＲＦＩＤイベントを生成してサービス情報生成部２６０に伝達する
（Ｓ５００）。その結果、サービス情報生成部２６０は関連性分析規則に基づいて統合Ｒ
ＦＩＤイベントの間の連関関係を分析する（Ｓ６００）。
【００５３】
　サービスリポート処理部２７０は分析結果をサービスリポートで作成して使用者または
応用サービスに提供する（Ｓ７００）。
【００５４】
　このように本発明の実施例によるＲＦＩＤリーダー管理装置は互いに異なる周波数特性
を有するＲＦＩＤリーダーを統一された制御方法を利用して管理することができ、互いに
異なる周波数特性を有するＲＦＩＤリーダーから受信されたＲＦＩＤタグデータを統合処
理して互いに異なる周波数特性を有するＲＦＩＤリーダーを効率的に制御することができ
る。
【００５５】
　以上、本発明の実施例について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれに限定され
ず、請求範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当業者の多様な変形及び改良形
態もまた本発明の権利範囲に属する。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】互いに異なる周波数特性を有するＲＦＩＤシステムを概略的に示す図面である。
【図２】本発明の実施例によるＲＦＩＤシステムを概略的に示す図面である。
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【図３】本発明の実施例によるＲＦＩＤリーダー管理装置を示すブロック図である。
【図４】本発明の実施例によるＲＦＩＤリーダー管理装置でＲＦＩＤリーダーを制御する
過程を概略的に示す図面である。
【図５】本発明の実施例によるＲＦＩＤリーダー管理装置でＲＦＩＤリーダーを制御する
過程を示す流れ図である。
【符号の説明】
【００５７】
　１００、１１０、１２０　　ＲＦＩＤリーダー
　２００　　ＲＦＩＤリーダー管理装置
　２１０　　サービスポリシー管理部
　２２０　　データ処理規則管理部
　２３０　　リーダー管理部
　２４０　　リーダー制御部
　２５０　　収集データ処理部
　２６０　　サービス情報生成部
　２７０　　サービスリポート処理部
　Ａ、Ｂ、Ｃ　　イベント

【図１】

【図２】

【図３】
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